
　　船は左右と前後に傾斜するので、船首、中央、船尾それぞれの左右に船の深さを示すマーク

(DraftMark)が全ての船に設置されている。この水深マーク設置の規定は全世界の共通規則であり、

大小の船に関わらず全ての船に適用されている。

 　喫水検査(DraftSurvey)では、当然６ヶ所全ての水深を確認して船の平均水深を計算し、水面下の

船の体積を計算する。この計算式は下記によるが、船の形はその船により異なるので、誰しも下記の

計算が平均喫水線になっているのか、疑問が湧くと思う。その疑問は正しいのである。

即ち、下記の式は正しくないのである。特に大型船では、中央の水深のファクターが大きすぎる。

　　しかし、この計算式は日本から世界に広がった方法であり、この式を改定する事は出来ない。こ

の問題については、船の湾曲((HoggSagg)の箇所で説明する。

　　ここでは、先ずは平均喫喫水線から、水面下の体積をどのようにして計算するかを、実際の喫水

検査に準じて説明する。・・参考；この計算方法をQuarter Mean方式と呼んでいる。

平均喫水線の計算手順について
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　　大型船の排水量(DisPlacement)は、HydroStatics 　　　　　排水量の計算事例

　Table表に記載されていが、わかり易い表になっている。

　左記に排水量計算の例を表し、計算方法を解説する。

  Q/M(QuarterMean;船の水深決定値)＝１７ｍ ６１㎝ ２mm

 ＴＰＣ(Ton.PerCentimeter;１㎝当たりの増加Ton指数)＝１３８．７トン

DisPlacement(排水量トン)

　計算内容

　①１７.６１ｍの排水量＝２２６，２４２トン・・・・・・・①

　②２mmの排水量計算＝０.２×１３８．７トン

　③２mmの排水量＝２７.７トン・・・・・・・・・・・・・・・②

　　　船の水深決定値１７.６１２ｍの排水量

　　　　　　２２６，２７０トン・・・・①＋②

　　小型船は、下の『排水量等曲線図』に排水量は表されている。大型船に比較して計算に時間を要する。

下図のように、船の水深決定値から水平に定規を当て、排水量曲線と交わる地点から垂直に定規を当てれ

ば、排水量の指数が読み取れる。この時、排水量曲線は船の外板と、内板の２つがあるので、必ず外板の

方の曲線を喫水検査では使用しなければならない。その他の曲線は、トリム計算の箇所で説明する。

　　排水量等曲線図
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